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はじめに 

2021 年 5 月、三井住友信託銀行（以下、「三井住友信託」又は「同行」）は、三井住友信託銀行グリーン

プロダクトフレームワーク（以下、「フレームワーク」）に基づく環境プロジェクトに向けた融資を促進す 

るため、グリーン預金商品（以下「グリーン預金」）の取扱いを開始しました。1この枠組みでは、同行が、

フレームワークの適格基準に従って環境改善効果の創出が期待される適格ローン（総称して「適格ポートフ

ォリオ」）を、グリーン預金と同額保有することを義務付けています。2025 年 3 月 31 日現在、三井住友信

託はグリーン預金にて 22,399 百万円を調達しています。2025 年、三井住友信託はサステイナリティクスと

契約し、適格ポートフォリオをレビューし、フレームワークの資金使途基準を満たしているかどうかの評価

を行いました。今回は、2022 年 6 月と 2023 年 9 月、2024 年 12 月の前回レビューに続き、サステイナリテ

ィクスによる適格ポートフォリオの 4 回目の年次レビューとなります。234 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 三井住友信託銀行グリーンプロダクトフレームワーク（3.0 版） は、こちらよりご覧頂けます 
https://www.smtg.jp/-/media/tg/sustainability/esg/pdf/SMTB_Green_Product_Framework.pdf 
2 サステイナリティクスによる年次レビュー（2022 年）は、こちらよりご覧いただけます 
 https://mstar-sustops-cdn-mainwebsite-s3.s3.amazonaws.com/docs/default-source/spos/sumitomo-mitsui-trust-bank-green-deposit-annual-review-
(2022).pdf?sfvrsn=96e3eda_1 
3 サステイナリティクスによる年次レビュー（2023 年）は、こちらよりご覧いただけます 
 https://www.smtg.jp/-/media/tg/sustainability/Initiatives_achievements/esgi/green_deposit/pdf/SMTB_Green_Deposit_Annual_Review_2023.pdf 
4 サステイナリティクスによる年次レビュー（2024 年）は、こちらよりご覧いただけます 
https://www.smtg.jp/-/media/tg/sustainability/Initiatives_achievements/esgi/green_deposit/pdf/SMTB_Green_Deposit_Annual_Review_2024.pdf 

https://mstar-sustops-cdn-mainwebsite-s3.s3.amazonaws.com/docs/default-source/spos/sumitomo-mitsui-trust-bank-green-deposit-annual-review-(2022).pdf?sfvrsn=96e3eda_1
https://mstar-sustops-cdn-mainwebsite-s3.s3.amazonaws.com/docs/default-source/spos/sumitomo-mitsui-trust-bank-green-deposit-annual-review-(2022).pdf?sfvrsn=96e3eda_1
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評価基準 

サステイナリティクスは、フレームワークの適格基準を満たしているかどうかに基づき、適格ポートフォリ

オを評価しました。 

表 1: 資金使途のカテゴリー、適格クライテリア及び除外項目 

 

5 海洋管理協議会（MSC）は、こちらよりご覧いただけます 
 https://www.msc.org/ 
 
6 水産養殖管理協議会（ASC）は、こちらよりご覧いただけます 
 https://www.asc-aqua.org/ 
 
7 マリン・エコラベル・ジャパン（MEL）は、こちらよりご覧いただけます 
 https://melj.jp/eng/about_us 
 
8 持続可能なパーム油に関する円卓会議（RSPO）は、こちらよりご覧いただけます 
 https://rspo.org/ 
 
9 持続可能なバイオマテリアルに関する円卓会議（RSB）は、こちらよりご覧いただけます  
 https://rsb.org/ 
 
10 森林管理協議会（FSC）はこちらよりご覧いただけます 
 https://fsc.org/en 
 
11 森林認証プログラム（PEFC）はこちらよりご覧いただけます 
 https://www.pefc.org/ 
 

資金使途

カテゴリ

ー 

適格クライテリア 除外項目 

Renewable 

Energy 

下記の再生可能エネルギーを生成・運搬す

るインフラ、施設、設備の取得、開発、建

設、運用 

－ 太陽光発電  

－ 化石燃料によるバックアップ率が

15％未満の太陽熱発電  

－ 風力発電 

－ 地熱発電（直接排出量が 100g-

CO2/kWh 未満のプロジェクトに限

る）  

－ 廃棄物系バイオマス発電のうち以下

の原料に限定されたもの 

i) 林業および農業からの残留物 

ii) MSC5, ASC6または MEL7の認証を

受けた漁業からの残留物 

iii) RSPO8または RSB9の認証を受け

たパーム油事業からの廃棄物 

iv) 廃水および汚泥 

－ ライフサイクル排出原単位が 100g-

CO2/kWh 未満の非廃棄物系バイオマ

ス発電のうち以下の原料に限定され

たもの 

a) FSC10または PEFC11の承認を受け

た木材および木材ペレット 

b) 非木材作物 

－ 人工貯水池のない、あるいは貯水容

量の少ない河川流水式水力発電 

廃棄物系バイオマス発電 

－ プラスチック、ゴム、タイヤ由来燃料

（TDF）エネルギー、または廃棄物からの

燃料転換 

 

非廃棄物系バイオマス発電 

－ 原料 

• 過去 10～15 年以内に生物多様性の高

い土地で生産されたもの 

• 炭素量の多い土地で生産され、原料

生産のために転換されたもの 

• 食料生産と競合するもの 

 

－ パーム油、木材パルプ、泥炭からの廃棄

物を原料とするもの 

 

－ 原料の 10％以上が、非認証の石油、トウ

モロコシ・大豆・サトウキビを含むエネ

ルギー作物、持続可能な調達および温室

効果ガス排出削減のコミットメントがな

い木質ペレットであるもの 

 

水力発電 

－ 重大な問題や係争がないことを保証する

環境・社会影響評価が行われていないプ

ロジェクト 

https://www.msc.org/
https://www.asc-aqua.org/
https://melj.jp/eng/about_us
https://rspo.org/
https://rsb.org/
https://fsc.org/en
https://www.pefc.org/
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発行体の責任 

三井住友信託は、プロジェクトの概要説明や充当額など、「調達資金の充当を受けたプロジェクト」の詳細

に関する正確な情報及び文書を提供する責任を負います。 

独立性と品質管理 

環境・社会・ガバナンス(ESG)の調査・格付けを提供するプロバイダーとして業界をけん引するサステイナ

リティクスは、適格ポートフォリオの検証を実施しました。本契約の一環として、同行のフレームワークと

の適合性を評価するため、三井住友信託から書類の収集および確認を行いました。 

サステイナリティクスは、調査にあたって、三井住友信託から提示された情報と事実に依拠しています。三

井住友信託が不正確又は不完全なデータを提供したことにより、本文書で示した見解、調査結果、結論が正

確性を欠く場合、サステイナリティクスはいかなる責任も負いません。 

サステイナリティクスは、評価プロセスにおいて最高の品質と厳密さを確保するためにあらゆる努力をし、

審査結果の評価にあたっては社内のサステナビリティ・ボンド・レビュー委員会（Sustainability Bonds 

Review Committee）が監督を行いました。 

結論 

限定的保証プロセスに基づき検討した結果12、サステイナリティクスは、すべての重要な側面において、適

格ポートフォリオが、フレームワークで規定された適格クライテリアに適合しないと判断すべき事実は認め

られませんでした。三井住友信託はサステイナリティクスに対し、グリーン預金による調達資金が 2025 年

3 月 31 日時点で全額充当されたことを開示しました。 

調査結果の詳細 

表 2：調査結果の詳細 

フレームワ

ークの要件 

調査手順 調査結果 特定された過失ま

たは例外 

資金使途ク

ライテリア 

適格ポートフォリオを検証し、フレームワ

ークの適格クライテリアとの整合性を確認

します。 

適格ポートフォリオは

フレームワークの適格

クライテリアに適合し

ていました。 

該当なし 

  

 

12 サステイナリティクスの限定保証プロセスには、正確な情報を提供する責任を負う発行体から提供された、調達資金の充当を受けているプロジェク

トの詳細に関する文書（プロジェクトの概要説明、見積もりおよび実現コスト、プロジェクトの影響など）の調査が含まれます。サステイナリティク

スはプロジェクトの現地調査は実施していません。 
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参考資料 

参考資料 1：グリーン預金の調達資金の充当状況報告  

資金使途

カテゴリ

ー 

サブカテゴリー プロジェク

ト数 

資産価値 

（百万円） 

配分額 

（百万円） 

配分額の割合 

（百万円） 

再生可能

エネルギ

ー 

太陽光発電 4 21,520 18,413 82.2% 

風力発電 1 3,986 3,986 17.8% 

合計 25,507 22,399 100% 

合計配分額 22,399 

合計未配分額 0 

グリーン預金による調達資金総額 22,399 
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モーニングスター・サステイナリティクス 

モーニングスター・サステイナリティクスは、環境・社会・ガバナンス（ESG）とコーポレート・ガバナン

スに関する調査、評価及び分析を行う独立系機関であり、責任投資（RI）戦略の策定と実施について世界中

の投資家をサポートしています。30 年以上の間、グローバルな投資家の進化するニーズに応える高品質か

つ先進的なソリューションを提供し続けています。その上で、ESG 及びコーポレート・ガバナンスに関する

情報及び評価を投資プロセスに組み込んでいる、数百に及ぶ世界の主要な資産運用会社や年金基金を支援し

ています。また、サステイナリティクスは、数百に及ぶ企業や金融仲介業者と協働してサステナビリティに

関連する方針、実務、資金調達の検討を支援しています。詳しくは www.sustainalytics.com をご参照くだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.sustainalytics.com/
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免責事項 

© Sustainalytics 2025 無断複写・複製・転載を禁ず 

本書に包含又は反映されている情報、手法、データ及び意見（以下、「情報」）は、サステイナリティクス

及び／又はその第三者の内容提供者の所有物であり、サステイナリティクスが開示した形式及びフォーマッ

トでのみ第三者へ提供されます。情報は、インドを拠点とするクライアント及び/又はユーザーに向けたも

のではなく、配布または使用を意図したものではなく、インド在住の個人および団体への情報の配布は許可

されていません。 

情報は情報提供のみを目的として提供されており、（1）製品、プロジェクト、投資戦略の推奨、または投

資戦略の一環としての特定の環境、社会、ガバナンス関連の問題の検討を構成するものではありません。

（2）投資アドバイスを構成するものでも、特定の投資を推奨するものでもなく、専門家の意見または否定

的な保証書を表すものでもありません。（3）いかなるオファーの一部でもなく、証券の売買、プロジェク

トの選択、またはいかなる種類のビジネス取引の締結のオファーまたは指示を構成するものではありません。

（4）いかなる団体の経済的実績、財務上の義務、信用力の評価でもありません。（5）専門家のアドバイス

に代わるものではありません。 (6) 関連する規制当局または政府当局に提出されておらず、承認も受けて

いません。過去の実績は将来の結果を保証するものではありません。 

情報は、第三者によって提供されたものに基づいており、継続的に変更される可能性があるとともに、その

完全性、正確性、最新性、または特定の目的に対する情報の適合性は保証されていません。情報は「現状有

姿」にて提供され、発行日時点のサステイナリティクスの意見のみを反映しています。 

サステイナリティクスまたは第三者の内容提供者は、法律で認められる範囲において、情報の使用、または

情報に関する第三者の行為に対し、いかなる方法であっても一切責任を負いません。 

第三者の内容提供者の名称への言及は、情報に含まれるまたは反映されている情報、手法、データ、意見の

所有権を認めるためだけのものであり、そのような第三者の内容提供者による情報の後援または推奨を意味

す る も の で は あ り ま せ ん 。 第 三 者 の 内 容 提 供 者 に 関 す る 詳 細 に つ い て は 、

http://www.sustainalytics.com/legal-disclaimers をご覧ください。 

サステイナリティクスは、格付け、意見、その他のサービスに対して、さまざまな事業部門を通じて、発行

者、保険会社、保証人、および/または債券の引受人、または投資家などから報酬を受け取る場合がありま

す。サステイナリティクスは、意見の客観性と独立性を保護するための対策を講じています。詳細について

は、Governance Documents をご覧いただくか、compliance@sustainalytics.com までお問い合わせくださ

い。 

この成果物、特にそこに含まれる画像、テキスト、グラフィック、およびサステイナリティクスのレイアウ

トと会社のロゴは、著作権法および商標法によって保護されています。これらを使用するには、事前の書面

による明示的な同意が必要です。使用とは、特に、意見の全部または一部のコピーまたは複製、無料または

有償での意見の配布、または考えられるその他の方法でのこの意見の利用を指すものとみなされます。 

発行体は、自らが確約した内容の確実な遵守とその証明、履行及び監視について全責任を負います。 

 

http://www.sustainalytics.com/legal-disclaimers
https://www.sustainalytics.com/governance-documents
mailto:compliance@sustainalytics.com

